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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　本年の小川みずまつり隊長の竹花敦
あつし

さん
（小川・40歳）。長年まつりに携わり、節目
の厄年に大役を見事果たしました。自身と家
族、地域住民の無病息災・家内安全・五穀
豊穣など祈りながら走りました。【撮影場所：
隠里弁財天（採水地）、関連16㌻】

キキララッッとと光光るる人人 ❾Ｐ2	 	入学祝い金の創設を
	 議会から町に６項目要望
Ｐ６	 	町産材の供給体制を強化
Ｐ８	 	町の考えを問う	

（７議員が一般質問）
Ｐ13	 	どうなりゃんしたあの提言
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漁業後継者の育成を漁業後継者の育成を
【背景】
　漁業者、漁協組合員は減少の一途で
ある。

【要望内容】
◆水産業振興を担う人材の育成施策の
さらなる取り組みを

　
町
議
会
と
町
議
会
政
務
調
査
会
（
坂
本
昇
会
長
）
は
６
年
12
月
10

日
、
７
年
度
の
町
の
施
策
に
対
す
る
要
望
書
を
中
居
町
長
に
提
出
。

入
学
祝
い
金
の
創
設
な
ど
６
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。
要
望
の
内
容

と
町
の
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　短角牛肉の販売促進・ＰＲに、
まつりやイベントで焼肉や試食
コーナーを再開できればいいな
と思います。堆肥センターが受
け入れ不可であれば、困ってい
る農家の処理方策の相談や支
援策を切に望みます。

まつりでＰＲ
焼肉や試食を

佐藤幸二さん
（大川・58 歳 )

まま ちち 声声のの

　有芸小でスマホを使っていることは聞いて
いませんが、報道などでトラブルがあること
は知っています。
　身近な問題でもあるので、学校から指導
していただければ安心です。

身近な問題で
学校の指導を

﨑尾 円
まどか

さん（有芸・42歳）
　 心

こ は る

春さん（12 歳）
　 俐

り み

心さん（9 歳）
　 圭

け い き

喜くん（７歳）
　 緒

つ む ぎ

心さん（２歳）

まま ちち 声声のの

　安家地区は独居高齢者が多く、今後デ
イサービスなどが受けられなくなると、地
区全体の死活問題です。町では、空き校
舎を活用するなど検討してほしいです。

地区全体の
死活問題に

大﨑善一さん
（安家・72 歳）

まま ちち 声声のの

入
学
祝
い
金
の
創
設
を

議
会
か
ら
町
に
６
項
目
要
望

　物価高騰などで大変な情勢のなか、龍
ちゃん商品券などの経済振興策を講じて
もらうのは、商店や買い物をする皆さんに
とってありがたいと思うので、期待します。

経済振興策
期待します

小川茂美さん
（小川・71 歳）

まま ちち 声声のの

商店・商店・
小規模事業者の振興小規模事業者の振興

【背景】
　町内商店は、購買者の町外流出や人口減少、
大規模店舗出店で経営が困難になってきている。
　コロナ禍、原油・資材、物価高騰が拍車をかけ、
小規模事業者も厳しい経営をしいられている。

【要望内容】
◆「町中小企業・小規模企業振興計画」の実効
性を図り、更なる小規模事業者への振興策を
　特に、商品券などを活用した町内での需要喚
起をはじめ、新たな創出の取り組みを

＊漁業者不足
　高齢化の進行と収入や将来への不
安などから新たな担い手を探すのが
難しい
＊収入の問題
　魚の値段が思うように上がらない
うえ、漁船の燃料費など経費はかさ
む一方
＊温暖化など環境変化
　海水温の上昇でサケやアワビなど
不漁が続く

おしえておしえて  ぴーちゃんぴーちゃん

厳しさ増す漁業

出産祝い金増額と
入学祝い金創設を

【背景】
　町の出生数は、5年度23人、6年度は19人の見込みで
危機的状況。子育て世代から選ばれ住み続けてもらえる
よう、突出したさらなる子育て支援の充実が必要である。

【要望内容】
◆第2子、第3子以降の出産祝い金の
増額を
◆経済的負担を軽減するため、入学
祝い金の創設を
　出産祝い金と入学祝い金の合計額
は、第1子30万円、第2子50万円、
第3子以降は100万円に

介護サービス介護サービス
充実と継続を充実と継続を

【背景】
　深刻化する人手不足とコロナ禍、物価高などによる経営悪化で、
町内の介護事業者の事業廃止・休止が相次いでいる。介護現場の
人手不足は長期化・深刻化。今後の介護サービス提供に不安がある。

【要望内容】
◆介護サービスを、充実・継続して提供できるよう、中心的な団
体である岩泉町社会福祉協議会との密接な連携を図り、情報共有
や対応策の検討を行うとともに、必要な支援を講ずること

保護者と児童生徒へ保護者と児童生徒へ
スマホ教室の実施をスマホ教室の実施を

畜産・酪農振興策を畜産・酪農振興策を

【背景】
　スマホの使用が低年齢化。学
習に支障をきたす子どもが出
てきている。睡眠時間への影響
やSNSでの人間関係のトラブ
ルなども危惧。学校の指導は限
界があり、家庭での指導が重要
である。

【要望内容】
◆義務教育期間に保護者と児
童・生徒向けに、学齢に応じた
スマホ教室での啓発を事業化
し、継続実施すること

【背景】
　畜産・酪農家の経営は、国際情勢・円安に伴
い逼

ひっ ぱ く

迫。個々の努力だけでは経営継続が困難な
状況にある。

【要望内容】
◆短角牛などのイベントを再開して、県内外に
短角牛の魅力を発信し、短角牛肉の販売促進を
◆大牛内育成牧場は、早急に大規模改修を行い、
受託頭数の拡充を
◆堆肥センターの堆肥受け入れは柔軟に対応
し、規模拡大した畜産・酪農家の負担軽減を

次
は
、
台
風
５
号
復
旧
工
事
費
を
可
決

まま ちち 声声のの

　６ 歳と ２ 歳の子がいます。下の子の同級生は町
全体で２0人弱と、町の少子化を肌で感じています。
　上の子は ４ 月に小学校入学ですが、節目の時に
お金がかかるので、入学祝い金があると助かります。

町の少子化
肌で感じる

箱石楓
かえで

さん
（岩泉・28 歳）
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定例会のあらまし定例会のあらまし

台風５号復旧工事費を可決
道路と河川で４億５千万円超

台風第５号による公共土木施設災害復旧事業の施行箇所整備が進むふれあいらんど岩泉

　
６
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
の

６
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
５
日
と
６
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
７
人
の
議
員

が
登
壇
（
質
問
の
内
容
な
ど
は
８
㌻
か
ら
12
㌻
ま
で
）。

　
昨
年
８
月
の
台
風
第
５
号
で
被
災
し
た
町
道
と
町
管
理

河
川
。
災
害
査
定
結
果
を
踏
ま
え
た
災
害
復
旧
工
事
費
な

ど
を
含
む
、
６
年
度
一
般
会
計
７
号
補
正
予
算
な
ど
11
議

案
を
、
全
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

災
害
査
定
で
24
カ
所
決
定

　
昨
年
８
月
の
台
風
第
５

号
で
被
害
が
出
た
町
道
と

町
管
理
河
川
の
復
旧
に
か

か
る
費
用
を
国
が
算
出
す

る
「
災
害
査
定
」。
査
定

の
結
果
、
道
路
９
カ
所
と

河
川
15
カ
所
の
計
24
カ
所

で
、
概
算
被
害
額
は
４
億

５
千
万
円
余
に
上
り
ま
し

た
。

　
補
正
予
算
が
可
決
し
、

復
旧
に
向
け
準
備
を
進
め

ま
す
。
工
事
発
注
は
春
頃

の
予
定
で
、
７
年
度
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

県
人
勧
に
伴
い
一
般
職
の

給
料
な
ど
引
き
上
げ

　
岩
手
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
伴
い
、
一
般
職
の
給

◆
地
域
に
お
け
る
受
入
環

境
整
備
促
進
事
業
補
助
金

　
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

工
事
な
ど
に
対
す
る
補
助

事
業
。
自
然
保
護
の
た
め

の
保
護
柵
な
ど
を
予
定
。

▽
電
気
牧
柵
の
設
置
▽
遊

歩
道
の
整
備
▽
受
水
槽
に

周
辺
環
境
に
調
和
し
た

フ
ェ
ン
ス
設
置
▽
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
ま
で
の
通
路

　
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の
再
整
備
事
業
で
、
２
つ

の
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
追
加
整
備
が
可
能
と
な

り
、
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

料
、
勤
勉
手
当
、
寒
冷
地

手
当
が
引
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
改
定
に
よ
る
影

響
額
は
、
４
５
０
０
万
円

程
度
で
す
。

に
足
元
照
明
を
設
置－

。

◆
観
光
振
興
事
業
補
助
金

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に

対
す
る
補
助
。
▽
屋
外
広

場
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
ス
ポ
ッ
ト

設
置
▽
屋
外
広
場
の
階
段

修
繕
▽
噴
水
広
場
改
修
▽

多
言
語（
英
語
・
中
国
語
）

案
内
看
板
の
設
置－
。

国
の
補
助
活
用
し
追
加
整
備

�

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉

福祉灯油助成福祉灯油助成
�1120�1120万円万円三陸鉄道の経営安定化対策三陸鉄道の経営安定化対策

（沿線市町村の負担金）（沿線市町村の負担金）� 490� 490万円万円

龍泉洞まつり運営補助龍泉洞まつり運営補助（関連７㌻）（関連７㌻）
232232万円万円

ふるさと納税謝礼ふるさと納税謝礼
� 4900� 4900万円万円
�（通計�1億 2045万円）�（通計�1億 2045万円）

　灯油価格高騰での家計負担を軽減するため、住民
税非課税の高齢者世帯・障がい者世帯・ひとり親
世帯と生活保護世帯に対し、暖房費の一部を助成。
１世帯当たり１万円、生活保護世帯は８千円を支給。

　三陸鉄道株式会社に対し、運行の維持確保と経
営の安定化を図るため、岩手県と久慈市から大船
渡市までの沿線市町村が支援を行うもの。

　県の補助事業を活用し、龍泉洞の冬期間の誘客
に取り組む。本年度から3年間の実施を予定。 　ふるさと納税の返礼品調達に係る費用を追加。

ふるさと納税の年間見込額は、3億円となりました。

12 月定例会で可決された
主な補正予算事業

固定資産評価審査委員の固定資産評価審査委員の
再任に同意再任に同意

教育委員の教育委員の
任命に同意任命に同意

　岩泉町固定資産評価審査
委員会委員の松浦紀雄さん
（小本・73歳）を再任するこ
とに同意しました。
　任期は、3年間です。

　岩泉町教育委員会教育委員の佐々木俊英さ
ん（小川・62歳）を再任することに同意しました。
　同委員１人の任期満了に伴い、金澤辰則さん
（小本・38歳）を新たに委員に任命することに同
意しました。
　教育委員の任期は、４年間です。

【再任】
佐々木俊英さん

【新任】
金澤辰則さん

12月補正予算の状況
会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 6億1507万円 118億26万円
特別会計
国民健康保険 1281万円 11億1724万円
介護保険（サービス勘定） 21万円 1191万円
観光事業 324万円 2億363万円

企
業
収益的支出 △5796万円 4億2372万円
資本的支出 △6483万円 2億3323万円

次
は
、
町
産
材
の
供
給
体
制
を
強
化
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条例補正予算審査特別委員会条例補正予算審査特別委員会

町
産
材
の
供
給
体
制
を
強
化

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
畠
山
昌
典
委
員
長
）

は
12
月
10
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
６
件
、
補
正
予
算
５
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

　
地
域
内
の
持
続
的
な
木
材
生
産
、
流
通
体
制
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
木
材
製
材
加
工
施
設
の
整
備
を
支
援
。
安

定
的
な
町
産
材
の
供
給
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
補
助
対
象

と
な
る
木
材
乾
燥
設
備
な
ど
に
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　建築材は乾燥が第一だと思います。町内に
建築物を建てようとする方は、町の補助金を使
い町内産の木材を使用して、町内の工務店を
活用していただければ活性化になると思います。

建築材は
乾燥第一

幅野　義
よ し か ず

一さん
（大川・71 歳）

まま ちち 声声のの

減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

短
時
間
で
乾
燥
さ
せ

た
場
合
に
、
乾
燥
後

の
品
質
状
態
の
検
証
は
済

ん
で
い
る
の
か
。

今
回
の
設
備
は
電
気

を
使
用
し
乾
燥
さ
せ

る
。
遠
赤
外
線
で
木
材
の

中
の
水
分
が
振
動
し
蒸

発
。
試
験
で
も
均
一
に
乾

燥
が
進
む
成
果
が
出
て
い

る
。
既
に
実
用
化
も
さ
れ

て
い
る
。

整
備
さ
れ
る
木
材
乾

燥
設
備
の
容
量
は
。

縦
２
.
５
㍍×

横
６

㍍×

高
さ
２
.
５

㍍
、
１
加
工
当
た
り
10
立

方
㍍
の
乾
燥
能
力
に
な
る
。

何
日
で
乾
燥
材
に
な

る
の
か
。

既
存
の
設
備
で
は
、

５
日
要
し
て
い
た
も

の
が
、２
、３
日
で
済
む
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削

林　業

木
材
乾
燥
設
備
の
容
量
は

１
加
工
当
た
り
10
立
方
㍍

問問

問

答答

答

　岩泉町産の木材を使用して、町内に住宅などの建築物を新
築または町内にある建築物をリフォーム、建築物に付随する
外構工事に対する補助金です。
＊補助金額
　町産材の購入費（税抜き価格）の１/３補助
　新築：上限300万円  リフォーム、外構工事：上限100万円

おしえておしえて  ぴーちゃんぴーちゃん
町産材の利用に対する補助金って？

活
動
団
体
は
「
町
お

こ
し
有
志
の
会
」。

活
動
場
所
は
、
町
民
会
館

や
さ
く
ら
ほ
う
む
（
※
）

を
使
っ
て
い
る
。

活
動
回
数
と
支
援
内

容
は
。

毎
月
開
催
し
て
い

る
。
補
正
予
算
の
内

容
は
、
活
動
費
15
万
２
千

円
と
備
品
購
入
費
８
万

円
。
今
後
12
月
か
ら
３
月

ま
で
の
４
回
開
催
を
見
込

ん
で
い
る
。

地
域
に
は
高
齢
者
が

増
え
て
お
り
、
こ
ど

も
食
堂
の
活
動
が
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
の
場
に
な

る
。
活
動
の
町
民
へ
の
周

知
は
。広

く
町
民
に
情
報
共

有
や
周
知
を
行
い
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

よ
り
よ
い
事
業
に
し
て
い

き
た
い
。

活
動
が
見
込
ま
れ
る

団
体
名
と
活
動
場
所

は
ど
こ
か
。

問問

問

答

答答

福　
祉
こども食堂の支援内容は
活動費と備品購入費補助

　初参加。子どもたちとの食事も楽しい
し、色んな世代で話せるのも嬉しいです。
温かい雰囲気でスタッフも優しく、次も
参加したいし、長く続いてほしいです。

　年々地区から投票所まで遠く、自家
用車で行っていますが、移動投票車が
近くに来れば歩いて投票へ行けます。
交通弱者の人たちは助かると思います。

温かい雰囲気
続いてほしい

移動投票車で
歩いて投票へ

石川由美子さん（岩泉）
蒼
そ ら

空くん（10 歳）

川端さゆりさん
（安家）

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

子どもからお年寄りまで幅広い交流が

町産材の地消地産は地域の林業・木材産業の活性化に

と
に
意
向
調
査
を
し
た
。

16
投
票
区
、
21
自
治
会
で

説
明
会
を
開
催
。
結
果
、

12
カ
所
の
統
合
が
可
能
で

あ
り
、
現
在
の
43
投
票
区

か
ら
31
投
票
区
に
な
る
予

定
で
あ
る
。

投
票
が
困
難
な
人
に

は
「
移
動
投
票
車
」

を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
統
合
さ
れ
た
12
カ

所
に
移
動
投
票
車
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

統
合
前
の
投
票
所
を

基
準
に
し
て
移
動
投

票
車
を
配
車
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

投
票
所
の
統
廃
合
と

移
動
投
票
車
は
い
つ

か
ら
適
用
す
る
予
定
か
。

令
和
７
年
７
月
の
参

議
院
の
通
常
選
挙
か

ら
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
使
っ
て

周
知
す
る
考
え
は
。

来
年
度
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
用
の
動
画
作

成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
を
予
定

し
て
い
る
。

事
業
効
果
と
し
て
何

人
ぐ
ら
い
の
誘
客
を

見
込
ん
で
い
る
か
。

観
光
事
業
者
モ
ニ

タ
ー
は
約
10
社
、
町

内
親
子
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
作
成
、
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
な
ど
数
百
人
を
見

込
ん
だ
事
業
計
画
で
あ
る
。

３
年
計
画
の
展
開
と

見
込
み
人
数
は
。

入
洞
者
20
万
人
達
成

に
は
冬
期
１
月
当
た

り
８
千
人
程
度
必
要
。
来

年
度
以
降
の
目
標
達
成
に

向
け
町
内
ホ
テ
ル
と
連
携

し
事
業
化
し
て
い
き
た
い
。

投
票
所
の
統
廃
合
に

向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
実
施
し
、
今
後
の
方

向
性
を
決
め
る
と
し
て
い

た
。
そ
の
後
の
経
過
は
。

有
権
者
50
人
以
下
の

11
投
票
区
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
６

年
２
月
に
は
該
当
す
る
投

票
区
の
有
権
者
へ
個
人
ご

龍
泉
洞
ま
つ
り
運
営

事
業
の
内
容
は
。

冬
ま
つ
り
を
開
催
す

る
。
今
年
度
か
ら
３

年
間
実
施
予
定
。
園
地
近

辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

や
洞
内
で
の
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
、
町
内
事
業
所
に
よ

る
飲
食
提
供
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。

投票所

龍泉洞

統
廃
合
の
方
向
性
は冬

ま
つ
り
の
誘
客
数
は

43
か
ら
31
投
票
区
へ数

百
人
を
見
込
む
計
画

問

問 問

問問

問

問

答

答

答答答

答 答

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

（※）障がい者グループホーム。旧岩泉幼稚園
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町の考えを問う

7人の議員が登壇

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
７

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
９

㌻
か
ら
12
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ⃝泉高存続に留学生誘致を（9㌻）
＊その他の質問
　水道施設の老朽化対策

八
や え が し

重樫龍
りゅうすけ

介 議員 ⃝常設射撃場の整備へ支援を（10㌻）

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員 ⃝地域振興協議会の見直しは（11㌻）
＊その他の質問
　人口減少対応戦略
　外部資源活用策：ふるさと納税の事務局事業の委託
　外部資源活用策：地域おこし協力隊の選定基準と研修カリキュラム

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ⃝酪農 130 年 活性化策は（12㌻）
＊その他の質問
　 畜産・酪農の振興策　ホルスタイン種全国共進会に向けた取り組み
　自給粗飼料の確保策　生乳生産量の確保、増産対策
　大牛内育成牧場の大規模改修整備の見通し

三
み た ち

田地久
ひさ

志
し

 議員 ⃝魅力ある居住環境の整備は（10㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ⃝事業者・町民の物価高支援は（11㌻）
＊その他の質問
　高齢者・低所得世帯のエアコン設置への補助　
　住宅などへの太陽光発電設置への補助制度の創設
　加齢性難聴者の補聴器購入助成

問�

関
係
人
口
の
拡
大
を

答 

情
報
発
信
強
化
す
る

問　
地
域
課
題
の
解
決
や

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を

考
え
た
と
き
に
、
ま
ず
は

対
話
に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握

を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
を

提
案
す
る
。

　
解
決
へ
向
け
た
施
策
を

展
開
す
る
上
で
は
、
町
民

を
巻
き
込
み
、
持
続
可
能

性
や
実
効
性
の
あ
る
も
の

を
創
り
上
げ
、
町
を
応
援

し
て
も
ら
う
地
盤
づ
く
り

を
し
て
い
く
環
境
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
、
町

政
懇
談
会
や
各
地
区
の
行

事
、
各
種
審
議
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
意

ふ
た
ク
ラ
ス

確
保
に
期
待留

学
生

と
ま
り
た
い

こ
の
指
と
ま
れ

つ
く
る
知
恵

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
岩
泉
高
校
存
続
の
た

め
「
い
わ
て
留
学
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
成
果
は
。

教
育
長　
町
内
や
近
隣
の

中
学
校
を
訪
問
し
、
同
校

の
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
状
況

や
進
路
の
実
績
、
町
の
手

厚
い
支
援
内
容
な
ど
を
丁

問�泉高存続に留学生誘致を
答 魅力や支援を発信し確保

対話を増やし、町民のニーズ把握を

有芸小の農業体験発表に泉高生がアドバイス
小・高連携の授業を展開

見
交
換
や
情
報
収
拾
を
行

い
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
て

き
た
。

　
各
種
施
策
を
実
施
し
て

い
く
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
や
各
企
業
な
ど
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
。
町
が
行

な
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
や
活
動
を
広
く
町
内

外
に
認
知
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
町
へ
の
投
資
や

応
援
に
結
び
付
く
こ
と
か

ら
、
情
報
発
信
を
さ
ら
に

強
化
し
、
関
係
人
口
の
拡

大
に
取
り
組
む
。

寧
に
説
明
。
岩
泉
高
校
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
、

対
面
説
明
会
に
参
加
し
た

中
学
２
年
生
の
動
向
に
期

待
し
て
い
る
。
い
わ
て
留

学
事
業
で
の
入
学
が
実
現

す
れ
ば
、
継
続
し
た
入
学

者
が
見
込
ま
れ
、
学
校
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。

問　
専
門
員
配
置
の
見
込

み
は
あ
る
か
。

教
育
長　
生
徒
の
募
集
案

内
や
生
徒
全
般
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
専
門
員
は
、

現
在
配
置
ま
で
至
っ
て
い

な
い
。
先
行
実
施
校
の
取

り
組
み
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
確
保
に
努
め
て

い
く
。

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ⃝関係人口の拡大を（9㌻）
＊その他の質問
　持続可能な地域活動支援
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町の考えを問う 町の考えを問う

八重樫龍介議員

問　
町
の
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
実
施
隊
員
は
現
在
67

人
。
う
ち
ラ
イ
フ
ル
銃
所

持
者
は
18
人
。
乙
茂
地
区

に
あ
る
射
撃
場
は
、
設
備

の
関
係
で
ラ
イ
フ
ル
銃
は

使
用
で
き
な
い
。
県
は
狩

猟
登
録
者
に
期
間
ご
と
初

狩
猟
前
の
射
撃
訓
練
を
義

務
付
け
。
ク
マ
類
が
「
指

定
管
理
鳥
獣
」
に
な
り
今

後
は
郊
外
な
ど
で
発
砲
が

可
能
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
ラ
イ
フ
ル
射
撃
が
可

能
な
施
設
へ
の
整
備
や
老

朽
化
し
た
ク
レ
ー
放
出
機

の
更
新
な
ど
に
対
し
、
町

の
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
ク
マ
な
ど
大
型
獣

の
有
害
捕
獲
頭
数
の
増

加
。ハ
ン
タ
ー
の
技
術
向
上

と
育
成
は
急
務
と
考
え
る
。

　
岩
泉
猟
友
会
は
岩
泉
常

設
射
撃
場
内
に
ラ
イ
フ
ル

銃
の
射
撃
場
を
併
設
し
、

実
効
あ
る
有
害
駆
除
を
推

進
し
た
い
意
向
。
現
在
、

整
備
に
向
け
岩
泉
警
察
署

と
協
議
し
て
い
る
状
況
と

聞
い
て
い
る
。
猟
友
会
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

整
備
し
て

安
心
安
全

確
保
す
る

一般質問・答弁
全文はこちらから

ライフル射撃可能な射撃場の整備に支援を

問�

常
設
射
撃
場
の
整
備
へ
支
援
を

答 

関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
検
討

住
施
策独

り
言
は

む
ず
か
し
い

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り

プ
ラ
ン
後
期
基
本
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
「
魅
力
あ
る
居
住
環
境

の
整
備
」
の
成
果
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
「
町
営

住
宅
の
入
居
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
」
で
は
、
若
者

世
帯
と
高
齢
者
世
帯
の
入

居
要
件
を
緩
和
。
そ
の
ほ

問�魅力ある居住環境の整備は
答 空き家活用や分譲など推進

要望の多い宅地分譲（上町地区の整備当時）

か
「
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
」
を
策
定
し
、

老
朽
化
や
需
要
の
減
少
を

想
定
し
た
改
修
、
解
体
、

既
存
住
宅
の
長
寿
命
化
な

ど
を
進
め
た
。

　
「
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
の
充
実
」
で
は
、
ま

ず
制
度
の
周
知
を
図
っ
た
。

そ
の
結
果
、
効
果
も
着
実

に
現
わ
れ
平
成
29
年
度
の

運
用
開
始
か
ら
令
和
６
年

11
月
末
ま
で
の
登
録
件
数

は
76
件
。
そ
の
う
ち
52
件

が
賃
貸
ま
た
は
売
買
契
約

が
成
立
す
る
な
ど
、
15
世

帯
26
人
の
移
住
者
が
現
在

も
本
町
に
居
住
し
て
い
る
。

　
「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
宅
地
の
供
給
」
で

は
、
森
の
越
地
区
の
８
区

画
、袰
綿
地
区
の
１
区
画
、

上
町
地
区
の
７
区
画
の
計

16
区
画
を
分
譲
し
た
。

問�

事
業
者
・
町
民
の
物
価
高
支
援
は

答 

町
内
経
済
状
況
踏
ま
え
取
り
組
む

問　
食
品
値
上
げ
は
、
12

月
６
２
８
品
目
の
予
定
。

年
明
け
以
降
も
約
５
０
０

品
目
と
、
物
価
値
上
げ
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

上
下
で
は

自
発
性
な
く

ワ
ン
チ
ー
ム
で

積
み
上
が
る

内
部
留
保
を還

元
を

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
地
域
振
興
協
議
会
は

見
直
し
の
時
期
で
な
い

か
。
人
口
減
少
で
地
域
の

繋
が
り
は
乏
し
く
、
住
民

自
治
が
危
機
。
地
域
振
興

協
議
会
は
、
集
落
形
成
事

業
を
基
本
と
し
、
地
域
の

持
続
可
能
性
を
担
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
。

町
長　
地
域
ご
と
に
成
り

問�地域振興協議会の見直しは
答 地域ごとに何が必要か研究

食品の値上げラッシュで家計圧迫

協議会共催　早坂四季めぐり

　
中
小
事
業
者
が
コ
ス
ト

を
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き

な
い
。
農
畜
産
業
は
飼
料
・

肥
料
費
の
高
騰
、
漁
業
は

高
水
温
で
不
漁
が
深
刻
化
。

実
質
賃
金
も
８
月
か
ら
下

が
り
、
年
金
収
入
も
追
い

つ
い
て
い
な
い
。「
町
内
中

小
事
業
者
・
町
民
を
応
援

す
る
支
援
」は
まっ
た
な
し

の
課
題
で
あ
る
。
ど
ん
な

支
援
が
必
要
と
考
え
る
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
、
町

民
生
活
に
与
え
る
影
響
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
低
所

得
世
者
や
子
育
て
世
帯
、

中
小
事
業
者
、
農
林
水
産

業
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
対
し
支
援
策
を
講
じ

て
き
た
。
現
在
、
国
に
お

い
て
は
、「
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
す
る
３
万
円

給
付
」
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
で

も
、
国
や
県
の
対
応
、
町

内
経
済
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
物
価
高
騰

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

立
ち
や
個
性
、
特
長
、
年

齢
構
成
な
ど
も
勘
案
し
、

未
来
の
地
域
に
何
が
必
要

で
、
何
を
残
し
て
い
く
の

か
。
地
域
住
民
が
住
み
や

す
く
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
な
る
よ
う
、
研
究

し
て
い
く
。

問　
役
場
の
業
務
は
大
胆

な
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
が
必
要
で
は
。

町
長　
見
直
し
が
必
要
。

地
方
交
付
税
を
含
め
た
国

な
ど
の
財
源
に
紐
づ
い
て

い
な
い
、
町
単
独
事
業
の

洗
い
出
し
を
行
い
、
各
事

業
の
統
廃
合
や
選
択
と
集

中
を
行
い
、
新
た
な
事
業

を
推
進
す
る
体
制
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。
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町の考えを問う

消
防
屯
所
の
エ
ア

コ
ン
は
、
設
置
さ

れ
て
い
る
所
と
さ
れ
て
い

な
い
所
が
あ
る
。
酷
暑
の

中
で
災
害
対
応
や
訓
練
が

あ
っ
た
と
き
、屯
所
に
よ
っ

て
涼
し
く
休
息
で
き
る
環

境
の
有
無
に
差
が
あ
る
の

は
問
題
で
は
な
い
か
。
整

備
を
ど
う
考
え
る
か
。

消
防
団
の
処
遇
や

環
境
整
備
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
向
上
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
い
。

団
員
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
必

要
と
不
要
の
回
答
が
半
々

だ
っ
た
。
暑
い
中
の
災
害

対
応
な
ど
考
慮
し
、再
度
、

消
防
団
や
関
係
課
と
相
談

の
上
で
検
討
し
て
い
く
。

　
屯
所
の
建
築
経
過
年
数

な
ど
を
踏
ま
え
、
６
年
度

は
４
カ
所
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
が
決
定
。
今
後
も
計

画
的
に
整
備
を
継
続
し
て

い
く
予
定
。

【
設
置
箇
所
】

＊
中
家
（
２
カ
所
）

＊
袰
綿　
＊
横
道

質疑のその後

問答 消防屯所令
和
５
年
第
３
回
定
例
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

令和６年第１回定例会
【新年度予算】

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

６
年
度
は
４
カ
所
に

　近年、非常に暑い日が続き、災害出
動や訓練後にゆっくり休めない状態でし
た。エアコンの設置で快適に身体を休
められ、団員みんな感謝しています。

快適に休息でき
団員みんな感謝

菊地一
か つ み つ

光さん
（５分団３部部長・60歳）

まま ちち 声声のの

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問など
から一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

百
三
十
年

つ
な
げ
る
歴
史

酪
農
郷

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
令
和
７
年
は
酪
農
導

入
１
３
０
年
の
節
目
の
年
。

歴
史
あ
る
酪
農
の
町
を
ど

う
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
。

町
長　
酪
農
関
連
諸
行
事

や
記
念
事
業
の
開
催
は
、

生
産
者
の
意
向
や
先
人
が

築
い
て
き
た
歴
史
を
つ
な

い
で
い
く
と
い
う
気
運
の

醸
成
が
重
要
で
あ
る
。
関

問�酪農 130 年�活性化策は
答 歴史つなぐ気運を醸成

本年は酪農導入から130 年の節目の年

係
者
な
ど
と
の
協
議
・
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
現
下
の
畜
産
物
生
産

に
か
か
る
資
材
高
へ
の
克

服
対
策
を
ど
う
講
ず
る
か
。

町
長　
国
・
県
の
飼
料
高

騰
対
策
な
ど
の
動
向
を
注

視
。
町
の
支
援
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
畜
産
ふ
ん
尿
処
理
・

処
分
で
困
っ
て
い
る
農
家

の
支
援
策
を
伺
う
。

町
長　
県
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
、
町
か

ら
な
る
支
援
チ
ー
ム
で
、

農
地
還
元
等
の
堆
肥
の
有

効
な
活
用
や
管
理
方
法
な

ど
農
家
を
交
え
協
議
し
、

新
た
な
堆
肥
舎
整
備
が
必

要
な
場
合
に
は
補
助
制
度

の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
。

　消防団は、消火活動だけでなく、地震や風水害な
ど災害時の救助救出活動、避難誘導、災害防御活動
などとても重要な役割を果たしています。
　平常時も、住民への防火指導、巡回広報、特別警
戒など地域に密着した活動を展開。地域の消防力・
防災力の向上や地域コミュニティの活性化に大きな
役割を果たしています。

　本町には、第１分団から第８分団まであります。
　団員数（機能別含む）　　454 人
　定員数　617 人　　充足率は　73.6％
　　　　　　　　　　　　　　（R6.12.1 現在）
　町内には、36 屯所あります。

　少子高齢化で団員の確保や消防力
などを維持した再編の検討、企業と
の協働など課題となっています。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん
消防団のこと

　
第
４
回
定
例
会
の
傍

聴
者
は
、
３
日
間
で
延

べ
６
人
。
そ
の
う
ち
１

人
が
町
外
、
３
人
が
報

道
機
関
で
、
町
民
は
２

人
で
し
た
。

　
議
会
は
、
町
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
深
く
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
・
問
題
に

対
し
、
活
発
な
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。傍
聴
は
、

議
会
活
動
に
触
れ
る
最
も

身
近
な
方
法
で
す
。

夜
間
・
休
日
議
会
に
は

費
用
対
効
果
な
ど
課
題

　
平
日
の
昼
間
は
仕
事
な

ど
で
傍
聴
で
き
な
い
人
が

多
い
た
め「
夜
間
」や「
休

日
」
に
議
会
を
開
催
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

　
夜
間
・
休
日
議
会
は
、

▽
町
民
が
参
加
し
や
す
い

か
▽
執
行
部
職
員
が
参
加

で
き
る
か
▽
費
用
対
効
果

は
高
い
か
|
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

情
報
発
信
に
努
め

関
心
か
ら
傍
聴
へ

　
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
人

も
議
論
の
内
容
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
議
会
だ
よ
り
」「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
な
ど
情
報
発
信

を
充
実
さ
せ
、
議
会
へ
の

関
心
を
高
め
、
傍
聴
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
き
ま
す
。

も
っ
と
開
か
れ
た
議
会
へ

�
－

傍
聴
と
情
報
発
信－

令和６年定例会の傍聴者延べ人数    （人）

町内 町外 報道 合計
第１回 11 0 4 15
第２回 16 1 3 20
第３回 2 1 2 5
第４回 2 1 3 6

　議会に興味があり傍聴したいと思っ
ていますが、時間が合わず行けないで
います。夜間や休日開催、ネット配信な
どあれば身近に感じられると思います。

傍聴したいが
時間合わない

吉澤佳奈美さん
（小川・44 歳）

まま ちち 声声のの

　議会だよりには、議会の審議内容や
結果がわかりやすく掲載されていて興
味深く読んでいます。ネットの情報配
信を充実させるのも重要だと思います。

議会だよりで
審議や結果を

鈴木翼さん
（小本・35 歳）

まま ちち 声声のの

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

消防団の活動支援のためにも計画的なエアコン整備を
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【
所
感
】

　
「
か
せ
ぐ
課
」「
つ
な
ぐ

課
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
町
と
興
味
深
々
で

視
察
に
臨
み
ま
し
た
。

　
現
町
長
就
任
後
、
劇
的

に
体
制
、
意
識
改
革
が
行

わ
れ
、
関
係
人
口
の
増
加

や
町
の
予
算
増
額
、
町
民

を
巻
き
込
む
施
策
を
展

開
。
多
岐
に
わ
た
り
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
の
常
任
委
員
会
活

動
や
個
々
の
議
員
活
動
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
　
委
員
長　
畠
山
昌
典

常任委員会レポート常任委員会レポート

02
意欲向上

02
意欲向上

総務

総務

町民との対話
一体感を生む
� 山形県西川町

地域資源を使って
住民が地域おこし
� 清流と山菜の里　ほその村

　
総
務
常
任
委
員
会
（
畠

山
昌
典
委
員
長
）
は
11
月

14
日
、
山
形
県
西
川
町
の

関
係
人
口
の
創
出
を
は
じ

め
と
す
る
“
つ
な
ぐ
”
施

策
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
西
川
町
で
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
「
若
者
と
富
裕
層
」

に
、
町
の
強
み
の「
自
然
」

と
「
人
」
を
最
大
限
に
活

用
し
た
観
光
策
を
展
開
。

関
係
人
口
を
拡
大
し
令
和

５
年
度
に
は
社
会
増
減
ゼ

ロ
を
達
成
し
ま
し
た

　
菅
野
大
志
町
長
が
大
切

に
す
る
町
民
と
の
対
話
が

一
体
感
を
生
み
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
調
査
の
着
眼
点

・�

関
係
人
口
創
出
を
は
じ

め
と
す
る
つ
な
ぐ
施
策

・�

地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
と
住
民
と
の
協
働

・�

新
規
事
業
に
取
り
組
む

た
め
の
組
織
改
革

◆
調
査
の
成
果

＊�

戦
略
的
な
関
係
人
口
増

施
策
の
展
開
方
法

＊�

国
の
補
助
制
度
取
得
へ

の
取
り
組
み

＊�

町
民
を
巻
き
込
む
施
策

展
開

＊�

職
員
の
意
識
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み

内藤副町長から伝わる町の魅力と
攻める政策への熱い思い

蔵を改修した農家レストラン

地元の旬な食材を使ったお膳 インバウンドにも注力

　
11
月
15
日
に
は
、
清
流

と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村

（
山
形
県
尾
花
沢
市
）
で

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

を
調
査
し
ま
し
た
。

◆
調
査
の
着
眼
点

・�

地
域
資
源
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し

・�

地
域
の
全
世
帯
が
参
加

す
る
住
民
主
体
の
活
動

◆
調
査
の
成
果

＊�

過
疎
地
に
お
け
る
助
け

合
い
の
体
制
構
築

＊�

地
域
資
源
を
生
か
し
た

収
入
源
構
築
と
活
用
法

＊�

関
係
・
交
流
人
口
獲
得

に
向
け
た
戦
略

【
所
感
】

　
本
町
に
似
た
風
景
の
集

落
で
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
地
域
資
源
を
フ
ル
活
用

し
た
関
係
・
交
流
人
口
の

創
出
に
向
け
た
活
動
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　
旬
の
食
材
と
打
ち
立
て

蕎
麦
の
田
舎
膳
を
提
供
す

る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
。
働

く
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
が
印

象
的
で
、
笑
っ
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
委
員　
早
川
ケ
ン
子

03
所得向上

◆ 

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ

ザ
の
概
要

・�

従
業
員
数　
１
４
０
人

（
う
ち
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
１
０
０
名
）

・�

全
国
の
道
の
駅
グ
ラ
ン

プ
リ
１
位
、
全
国
道
の

駅
最
強
ラ
ン
キ
ン
グ
１

位
な
ど
、
国
・
県
の
機

関
や
各
新
聞
社
、
学
会

な
ど
か
ら
数
々
の
表
彰

を
受
賞

・�

入
園
者
数

　
年
間
２
５
０
万
人

・
販
売
額　
25
億
円

・�

産
直
施
設
の
売
り
上
げ

３
・
64
億
円
（
H
22
）

・
農
産
物
提
供
者
数

　
３
５
０
名

・�

生
産
者
が
値
段
設
定
。

手
数
料
15
～
20
％

産業

広報

教育01 身近な
議会05雇用の

創出03町民の
意欲向上02 町民の

所得向上04 議会で取り組む
５つの重点課題
議会だより№ 206
（4･５㌻）

常任委員会　令和６年度重点課題

観
光
＋
農
業
の
拠
点
を
調
査

�
�

道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

行政視察２市町
受け入れました

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
11

月
６
日
、
群
馬
県
利
根
郡
川
場
村
の
道
の
駅
川
場
田

園
プ
ラ
ザ
で
「
観
光＋

農
業
」
の
拠
点
と
し
て
の
先

進
的
な
取
り
組
み
を
調
査
し
ま
し
た
。

◆
調
査
の
着
眼
点

・�

観
光＋

農
業
（
地
消
地

産
）
の
拠
点
と
し
て
の

先
進
的
な
「
道
の
駅
」

の
取
り
組
み

・�
地
場
産
品
の
振
興
と
新

規
開
発
、
商
業
・
情
報

ふ
れ
あ
い
の
核
で
あ
る

タ
ウ
ン
サ
イ
ト
（
中
心

街
区
）
と
し
て
機
能

◆
調
査
の
成
果

＊�

第
３
セ
ク
タ
ー
の
完
全

な
民
間
感
覚
の
経
営

＊�

運
営
方
針
「
働
く
人
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
好

循
環
を
生
む
」

＊�

お
客
様
・
農
家
生
産

者
・
納
入
業
者
の
目
線

に
立
っ
た
経
営

＊
社
員
教
育
の
徹
底

【
所
感
】

　
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
も
和

洋
中
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

建
物
で
営
業
す
る
こ
と

で
、
お
客
様
の
好
循
環
を

得
て
い
ま
す
。
野
菜
だ
け

で
は
な
く
加
工
品
も
農
家

と
一
緒
に
研
究
開
発
（
ラ

１日まるごと楽しめる工夫で数々の道の駅ランキングトップに

ベ
ル
の
作
成
ま
で
）
を
行

う
こ
と
で
、
野
菜
な
ど
の

ロ
ス
を
防
ぎ
農
家
の
所
得

向
上
に
寄
与
一
日
い
て
も

飽
き
な
い
工
夫
が
随
所
に

あ
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
ふ
れ
あ
い

ら
ん
ど
岩
泉
が
新
年
度
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

乙
茂
地
区
一
体
の
面
と
し

て
の
捉
え
方
、
ハ
ブ
と
し

て
の
全
町
へ
の
波
及
効
果

を
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
委
員
長　
三
田
地
久
志

▼
11
月
11
日

宮
城
県
利
府
町
議
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会
様

令
和
６
年
度
視
察
（
議
会

広
報
関
係
）
の
受
け
入
れ

６
市
町

�

（
６
年
12
月
末
）

▼
10
月
28
日

山
形
県
南
陽
市
議
会

議
会
報
編
集
委
員
会
様

活発な質疑応答になりました
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再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
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千
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泰
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副
委
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長　

佐
藤　
安
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委　
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八
重
樫
龍
介

　
　
　
　

坂
本　
　
昇

　
　
　
　

畠
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和
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畠
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昌
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広報広聴常任委員会

いわいずみ議会だより　第209号
令和7年1月16日発行16

編
集
後
記

編
集
後
記

　
今
号
巻
頭
記
事
は
、
議

会
か
ら
町
へ
の
要
望
。
町

民
の
声
を
聴
き
、
議
会
で

議
論
し
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
・
継
続
」
な
ど
６

項
目
を
提
言
し
ま
し
た
。

提
言
へ
の
町
の
対
応
や
実

施
結
果
は
、
町
民
ら
と
評

価
・
検
証
す
る
な
ど
議
会

広
報
広
聴
の
役
割
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
今
議
員
任
期
は
３
月
定

例
会
を
残
す
の
み
。
委
員

と
職
員
の
７
人
で
の
紙
面

づ
く
り
は
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
１
位
、２
位
、昨
年

２
位
と
連
続
上
位
入
賞
で

す
。全
国
か
ら
視
察
に
５
、

６
年
度
各
６
団
体
が
訪
れ

ま
し
た
。
今
後
も
編
集
会

議
で
侃か
ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
話
し
合

い
、
町
民
が
待
ち
望
む
議

会
だ
よ
り
を
心
掛
け
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山
和
英

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
2 月 ６日 （木）　町長施政方針演述
 25 日 （火）　条例補正予算審査
 26 日 （水）　条例補正予算審査
  　　　本会議
 27 日 （木）　一般質問
 28 日 （金）　一般質問
３月 ４日 （火）～７日（金）
  　　　新年度予算審査
  　　　本会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。
（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

10 月
� 12 日� �国道 340 号宮古岩泉間整備促進住民

総決起大会（町内）
� 13 日� 二升石集学校開校式（町内）
� 25 日� 町村議会議員シンポジウム（盛岡市）
� 27 日� �「水と緑でつながる岩泉町・昭島市友好

都市協定」締結 10周年記念式典（町内）
11 月
� １日� �いわての地域づくり・道づくりを
� � 考える大会（花巻市）
� 12 日� �岩手県選出国会議員との懇談会（東京都）
� 16 日� �町社会福祉大会・老人クラブ大会（町内）
� 26 日� 岩泉町表彰式典（町内）
12 月
� 2日� 議会運営委員会（役場）
� ５日� �第４回定例会（議会議事堂、役場：

10日まで）
� ６日�第５回議会全員協議会（役場）
� 10 日� 令和７年度町の施策に対する要望（役場）
� 24 日� 宮古地区広域町村議会連携会議（宮古市）

有
志
が
伝
統
継
承

小
川
み
ず
ま
つ
り

～
表
紙
に
よ
せ
て
～

　

本
町
の
み
ず
ま
つ
り

は
、
昭
和
62
年
に
「
氷
柱

ま
つ
り
」
と
し
て
開
催
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
平

成
５
年
に「
み
ず
ま
つ
り
」

に
名
称
を
変
更
。
平
成
28

年
は
台
風
第
10
号
で
中

止
。
翌
29
年
の
第
30
回
を

も
っ
て
一
旦
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た

の
が
、
地
元
の
有
志
か
ら

な
る
小
川
み
ず
ま
つ
り
実

行
委
員
会
。
伝
統
を
継
承

す
る
た
め
「
小
川
み
ず
ま

つ
り
」
と
し
て
、
平
成
31

年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
搬
送
隊
は
極
寒
の
小
本

川
で
水
祓
い
。
大
石
沢
の

隠
里
弁
財
天
で
御
水
汲
み

を
し
て
、
御
水
を
中
沢
か

ら
一
ツ
苗
代
ま
で
搬
送
し

ま
す
。「
家
内
安
全
」「
無

病
息
災
」
を
祈
念
し
、
ま

つ
り
で
地
域
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

気合いの水祓い（昨年のみずまつりの様子）

どなたでも傍聴できます。ぜひ傍聴へお越しください


